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実るほど
頭を垂れる
稲穂かな

十
月
か
ら
三
月
の
祭
事
暦

 

十 

月

〇
古
稀
莚
寿
祭�

十
　
月
　
十
三
日
（
木
）

〇
神
嘗
祭
遥
拝�

十
　
月
　
十
七
日
（
月
）

〇
裏
千
家
献
茶
式�

十
　
月
二
十
一
日
（
金
）

 

十
一 

月

〇
明
治
祭�

十
一
月
　
三
　
日
（
木
）

〇
金
咲
稲
荷
神
社
例
祭�

十
一
月
　
八
　
日
（
火
）

○
大
宮
祭�

十
一
月
　
十
五
日
（
火
）

〇
新
嘗
祭�

十
一
月
二
十
三
日
（
水
）

 

十
二 

月

〇
御
煤
払
式�

十
二
月
　
二
十
日
（
火
）

〇
大
祓
式�

十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

〇
除
夜
祭�

十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

 

一 

月

〇
歳
旦
祭�

一
　
月
　
一
　
日
（
日
）

〇
元
始
祭�

一
　
月
　
三
　
日
（
火
）

〇
古
札
焼
納
式�

一
　
月
　
十
五
日
（
日
）

 

二 

月

〇
節
分
祭�

二
　
月
　
三
　
日
（
金
）

〇
紀
元
祭�

二
　
月
　
十
一
日
（
土
）

○
天
長
祭�

二
　
月
二
十
三
日
（
木
）

 

三 

月

〇
祈
年
祭�

三
　
月
　
十
七
日
（
金
）

〇
春
季
皇
霊
祭
遥
拝�

三
　
月
二
十
一
日
（
火
）

 

諸 

祭

○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

〇
御
朔
日
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
朔
日
の
午
前
七
時
よ
り

〇
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
変
更
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



古例祭
九月

　

九
月
九
日
重
陽
の
節
句
、
恒
例
の
九
月
古
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り

は
郷
中
の
秋
ま
つ
り
で
も
あ
り
、
お
祭
り
の
主
役
で
あ
る
頭
人
は
多
賀
町
内
よ
り
輪
番

で
選
出
さ
れ
ま
す
。
本
年
の
頭
人
は
大
滝
地
区
よ
り
三
坊
直
氏
が
差さ
し

定さ
だ

め
ら
れ
お
祭
り

を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
年
、
一
昨
年
と
規
模
を
縮
小
し

た
形
で
の
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
色
と
り
ど
り
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
お

稚
児
行
列
が
新
た
に
お
渡
り
に
加
わ
り
、
お
祭
り
に
華
を
添
え
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

古
例
祭

九
月

三さ
ん

坊ぼ
う　

直
た
だ
し

昭和22年９月５日生（満75歳）
大瀧神社氏子総代　会長
多賀大社豊年講　大滝地区小世話係
一般社団法人 多賀観光協会理事
（多賀町　大滝地区）

頭
　
人
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祭
事
だ
よ
り



講
社
大
祭
（
献
幣
使
）

新
嘗
祭
（
豊
年
講
秋
季
大
祭
）

九
月
二
十
八
日
、
講
社
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
献
幣
使
は
八
日
市
多
賀
講　

講
長
辻
野
義
美
氏
に
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
社
大
祭
献
幣
使
を
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
日
市
多
賀
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
長　

辻つ
じ

野の　

義よ
し

美み　

　

令
和
の
御
代
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
直
撃
し
て
数
々
の
行
事

が
縮
小
及
び
中
止
さ
れ
混
迷
を
深
め
る
事
態
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

こ
の
頃
や
っ
と
復
調
の
兆
し
が
見
え
た
か
と
思
い
き
や
全
国
で
又
も
や
新
型
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を

振
る
う
中
で
す
が
、
大
神
様
か
ら
の
ご
縁
を
頂
戴
し
本
年
の
多
賀

講
講
社
大
祭
献
幣
使
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

平
成
五
年
度
に
当
時
八
日
市
多
賀
講
講
長
を
お
務
め
さ
れ
て
い

た
西
川
平
助
氏
が
献
幣
使
を
ご
奉
仕
さ
れ
、
今
年
度
は
私
が
こ
の

名
誉
あ
る
お
役
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
身
に
余
る
光
栄
と

同
時
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
御
本
殿
に
お
わ
し
ま
す
伊
邪
那

岐
命
様
・
伊
邪
那
美
命
様
に
謹
ん
で
全
国
二
万
五
千
人
の
講
員
様

ご
家
族
様
の
家
内
安
全
・
莚
命
長
寿
を
御
祈
願
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

献
幣
使
奉
仕
に
あ
た
り
ま
し
て
多
賀
大
社
宮
司　

岡
秀
和
様

始
め
ご
関
係
各
位
に
は
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
え
ば
四
十
二
歳
の
時
、
父
が
亡
く
な
っ
た
後
八
日
市
多
賀
講

お
世
話
係
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
十
年
前
か
ら
は
同
講
長
を
承
り
ま

し
て
、
人
生
の
大
難
を
小
難
で
切
り
抜
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
多
賀
大
神
様
の
お
陰
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
有
難
く

お
仕
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
全
国
の
多
賀
講
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

供
奉
者
ご
紹
介

　
山
田 

藤
雄
氏
　
堤 

慶
次
郎
氏
　
佐
藤 

祥
二
氏

　
澤 

伊
三
雄
氏
　
上
野 

𠮷
治
氏

十
一
月
二
十
三
日
、
豊
年
講
員
の
献
納
に
よ
る
約
五
百
俵
の
初
穂
米
が
拝
殿
に
積
み
上
げ
ら
れ
、

一
年
の
収
穫
を
感
謝
す
る
新
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

本
年
の
豊
年
使
は
、
地
元
多
賀
町
八
重
練
の
大
森
隆
雄
氏
が
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

豊
年
講
秋
季
大
祭
豊
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
年
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大お
お

森も
り　

隆た
か

雄お　

　

此
度
、
豊
年
講
員
の
代
表
と
し
て
新
嘗
祭
の
豊
年
使
を
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
、
大

変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
の
体
調
か
ら
辞
退
す
る
べ
き
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
多
賀
の
大

神
様
か
ら
の
ご
指
名
で
あ
る
と
思
い
、
日
々
精
進
を

重
ね
て
恙
な
く
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
自
身
、
地
元
多
賀
町
八
重
練
で
育
ち
、
幼
い
頃

よ
り
多
賀
大
社
へ
は
お
参
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
一
年
に
は
挙
式
・
披
露
宴
を
行
い
、
更
に

は
平
成
二
十
七
年
よ
り
多
賀
大
社
の
氏
子
総
代
を
六

年
間
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
事
で
、
よ
り
一
層
多
賀
大

社
が
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
十

一
年
前
に
は
前
立
腺
癌
が
見
つ
か
り
、
全
摘
出
手
術

を
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
賀
の
大
神
様
の

お
蔭
も
あ
り
現
在
は
平
穏
に
暮
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

以
前
多
い
時
は
約
五
反
程
の
耕
作
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
農
機
具
の
老
朽
化
と
会
社
勤
め
と
の
兼
業
に

よ
り
現
在
耕
作
は
致
し
て
い
な
い
も
の
の
、
新
嘗
祭

当
日
は
秋
の
実
り
の
感
謝
と
豊
年
講
員
皆
様
の
ご
平

安
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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多 賀 講

就
任
三
十
年
世
話
係

三
方
上
中
郡

野
村
庄
一
郎

岐

阜

市

田
中
　
敬
二

下

呂

市

服
部
幸
太
郎

関

市

水
野
健
一
郎

草

津

市

福
井
安
兵
衛

彦

根

市

奥
　
　
弘
司

甲

賀

市

山
田
　
作
男

名

張

市

深
山
　
庄
次

伊

賀

市

森
島
亀
與
一

度

会

郡

北
村
　
徳
郎

豊

岡

市

小
川
　
勝
一

就
任
二
十
年
世
話
係

掛

川

市

鳥
居
　
康
男

飯

田

市

原
　
　
武
義

下
伊
那
郡

大
原
　
茂
彦

一

宮

市

伴
　
　
卓
樹

知

多

郡

利
根
　
千
里

各
務
原
市

坂
井
　
久
夫

郡

上

市

田
中
　
直
實

郡

上

市

渡
辺
　
　
剛

揖

斐

郡

錦
野
　
知
夫

不

破

郡

西
村
　
　
登

関

市

粥
川
　
利
明

草

津

市

奥
村
　
貞
男

東
近
江
市

福
井
四
十
二

長

浜

市

曽
我
　
　
淳

長

浜

市

宮
尾
　
重
信

長

浜

市

金
沢
　
忠
男

甲

賀

市

大
平
　
喜
一

甲

賀

市

橋
本
　
　
潔

近
江
八
幡
市

浜
野
　
　
清

東
近
江
市

澤
　
伊
三
雄

東
近
江
市

富
原
　
保
江

東
近
江
市

小
島
　
秀
雄

彦

根

市

中
村
多
嘉
一

彦

根

市

谷
澤
　
勝
美

彦

根

市

森
澤
敬
太
郎

彦

根

市

西
村
　
平
治

長

浜

市

宮
崎
　
正
喜

栗

東

市

片
岡
　
兵
蔵

栗

東

市

中
井
　
建
夫

甲

賀

市

山
際
　
茂
樹

東
近
江
市

森
下
　
寛
一

東
近
江
市

槙
田
　
博
信

米

原

市

村
田
　
吉
朗

米

原

市

相
馬
　
康
秀

米

原

市

山
本
　
　
等

米

原

市

荒
尾
　
太
郎

長

浜

市

北
川
　
一
德

長

浜

市

中
村
　
修
爾

近
江
八
幡
市

中
西
　
権
一

伊

賀

市

西
浦
　
　
實

松

阪

市

多
賀
　
　
斎

伊

賀

市

髙
西
　
勝
久

伊

賀

市

前
田
　
裕
三

伊

賀

市

砂
岡
　
栄
一

志

摩

市

大
屋
　
富
弘

桜

井

市

石
河
　
敏
正

宇

陀

市

森
田
　
芳
美

相

楽

郡

永
田
　
正
明

久

世

郡

神
谷
　
優
子

和

泉

市

切
坂
　
啓
三

伊

丹

市

佐
藤
　
康
夫

丹
波
篠
山
市

松
本
　
　
豊

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

米

原

市

松
田
　
正
雄

郡

上

市

塚
原
　
宣
夫

大

垣

市

古
田
　
明
美

大

垣

市

水
野
　
英
治

彦

根

市

西
川
　
哲
夫

東
近
江
市

北
川
　
豊
治

大

垣

市

清
水
　
恭
一

松

本

市

田
中
　
宏
幸

東
近
江
市

村
井
　
佐
敏

丹
波
篠
山
市

平
野
　
一
章

長

浜

市

山
田
真
理
子

丹
波
篠
山
市

大
堀
　
寛
昭

大

垣

市

古
田
　
圭
司

彦

根

市

中
川
　
丈
夫

東
近
江
市

福
田
　
幸
司

甲

賀

市

植
西
禮
之
輔

長

浜

市

清
水
　
金
幸

長

浜

市

小
川
　
成
生

東
近
江
市

板
谷
　
孝
男

米

原

市

中
原
　
武
彦

安

八

郡

吉
田
　
　
章

木
津
川
市

楠
原
　
英
俊

長

浜

市

川
村
　
啓
人

岸
和
田
市

橋
本
　
正
子

一

宮

市

筧
　
つ
た
子

不

破

郡

吉
村
　
和
男

綴

喜

郡

西
出
　
康
夫

駒
ケ
根
市

松
原
　
保
夫

長

浜

市

矢
野
　
旦
二

野

洲

市

藤
下
　
明
伴

甲

賀

市

岨
中
　
詔
二

可

児

郡

駒
島
　
嘉
輝

近
江
八
幡
市

竹
田
多
郎
治

津

市

小
渕
　
和
郎

東
近
江
市

位
田
　
才
之

丹
波
篠
山
市

中
澤
　
友
和

東
近
江
市

田
井
中
豊
次

東
近
江
市

川
越
慶
次
郎

名
古
屋
市

林
　
　
晃
弘

丹
波
篠
山
市

土
井
　
幹
公

伊

賀

市

上
田
　
一
善

長

浜

市

太
中
　
　
孝

甲

賀

市

上
田
　
幸
広

尼

崎

市

島
中
　
勝
史

郡

上

市

田
中
　
義
久

大

垣

市

三
輪
　
説
次

東
近
江
市

小
堀
　
隆
治

知

多

市

林
　
　
秀
興

大

垣

市

伊
藤
　
誠
吾

甲

賀

市

大
西
弥
寿
弘

知

多

市

加
藤
　
雄
二

三
方
上
中
郡

松
田
　
久
由

守

山

市

村
井
　
源
一

木
津
川
市

小
森
　
宏
三

安

八

郡

小
倉
　
美
香

大

垣

市

山
下
　
雅
弘

蒲

生

郡

井
上
　
清
定

（
再
任
を
含
む
・
敬
称
略
）

（
令
和
四
年
七
月
現
在
）

東
近
江
市

安
川
　
善
文

蒲

生

郡

森
岡
　
召
二

犬

上

郡

小
林
嘉
津
雄

長

浜

市

岸
田
　
吉
雄

長

浜

市

草
野
　
清
男

長

浜

市

桐
畑
　
　
晋

伊

賀

市

佐
治
　
恒
夫

三

重

郡

福
田
　
吉
人

宇

治

市

古
市
　
　
勝

木
津
川
市

原
田
　
　
勇

南
河
内
郡

植
木
　
一
也

堺

市

谷
田
　
文
男

川

西

市

秋
庭
　
和
幸

丹
波
篠
山
市

酒
井
　
　
清

丹
波
篠
山
市

水
井
喜
代
子

就
任
十
年
世
話
係

掛

川

市

北
田
　
直
木

三

方

郡

早
川
　
芳
昭

一

宮

市

青
木
　
賢
治

知

多

市

勝
嵜
　
孝
和

知

多

市

吉
川
　
博
夫

愛

知

郡

近
藤
　
雅
樹

大

垣

市

橋
井
　
成
生

大

垣

市

三
輪
富
士
夫

美

濃

市

川
島
　
靖
幸

美

濃

市

佐
藤
　
　
勇

美
濃
加
茂
市

三
輪
登
代
子

郡

上

市

和
田
美
智
也

可

児

郡

田
中
　
新
一

関

市

坂
井
　
勇
平

関

市

佐
藤
　
公
由

大

津

市

上
田
　
忠
彦

東
近
江
市

佐
藤
　
祥
二

新任講長他役員・世話係ご紹介

永年世話係表彰

今
後
も
か
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
と
、
健
や
か
に
お
暮
ら
し
の
程
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
現
在
登
録
の
就
任
年
月
日
よ
り
選
出
し
て
お
り
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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の
お
多
賀
さ
ん
に
す
る
。
人
が
羨う

ら
や

む
多
賀
講

に
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
思
い
か

ら
武
豊
多
賀
神
社
の
祭
事
と
し
て
、
大
祭
で

の
餅
ま
き
や
、
年
越
し
の
甘
酒
御
神
酒
の
ふ

る
ま
い
、
春
祭
り
に
山
車
を
境
内
に
曳
き
込

み
地
元
の
氏
神
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
る
環

境
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
大
正
か
ら
昭
和
に

は
、
当
地
に
入
植
し
開
拓
に
苦
労
し
た
方
々

の
頼た
の

母も

子し

講こ
う

と
し
て
、
助
け
合
い
と
憩
い
の

場
と
し
て
の
お
多
賀
さ
ん
で
あ
っ
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
貫
山
の
地
名
も
多

賀
に
改
名
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心

と
し
て
、
防
災
公
園
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
も
楽
し
む
、
毎
年
二
月
に
は
多
賀
大
社
様

へ
の
代
参
、
年
々
歳
々
、
講
当
番
組
の
一
年

が
始
ま
り
ま
す
。
武
豊
多
賀
神
社
の
祭
事
と

し
て
厳
粛
に
且
つ
楽
し
み
な
が
ら
三
月
に
大

祭
と
講
総
会
、
四
月
に
は
春
祭
り
、
そ
し
て

山
車
の
曳
き
込
み
奉
納
を
斎
行
し
ま
す
。
地

域
の
安
寧
を
願

い
懇
親
を
深
め

る
。
こ
れ
こ
そ

人
の
和
を
大
切

に
す
る
武
豊
多

賀
講
の
精
神
と

し
て
お
多
賀
さ

ん
を
お
守
り
し

て
参
り
ま
す
。

　
全
国
に
は
二
五
〇
社
の
多
賀
神
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
の
一
社
、
知
多
半
島
の
武
豊
に
も

（
武
豊
多
賀
神
社
）
お
多
賀
さ
ま
が
お
鎮
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
社
を
母
体
と
し
武

豊
多
賀
講
が
結
成
さ
れ
、
毎
年
二
月
に
は
お
揃
い
の
法
被
姿
で
お
参
り
頂
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
ご
寄
稿
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
申
し
上
げ
、
益
々
の
ご
隆
盛
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

全
国
の
多
賀
講
ご
紹
介

武豊多賀講　氏子総代
鈴木　重久

　

武
豊
多
賀
神
社
、
氏
子
総
代
の
鈴
木
重
久

で
す
。

　

武
豊
多
賀
神
社
は
祖
父
か
ら
三
代
目
、
講

幹
事
や
会
計
な
ど
に
携た
ず
さ
わ

り
、
令
和
元
年
よ
り

武
豊
多
賀
講
総
代
を
拝
命
、
現
在
二
期
目
と

な
り
ま
す
。
武
豊
多
賀
講
は
、
代
々
一
家
の

長
男
が
継
承
す
る
習
わ
し
で
す
。
三
十
七
戸

が
神
社
地
を
総
有
に
し
て
お
多
賀
さ
ん
を
お

守
り
し
て
来
ま
し
た
。
総
代
の
役
目
は
、
武

豊
多
賀
神
社
を
連
綿
と
次
代
に
繋つ
な

ぐ
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
神
社
地
の
総
有
者
相
続
が
子

孫
に
お
よ
び
一
〇
八
名
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

先
ず
は
こ
れ
を
総
代
に
名
寄
せ
し
て
、
拝
殿

改
築
出
来
る
環
境
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
五
年
掛
か
り
で
名
寄
せ
し
て
、
御

遷
宮
と
お
稚
児
行
列
を
斎
行
、
武
豊
多
賀
神

社
が
国
策
で
当
地
に
遷
さ
れ
、
祠
を
祀
っ
た

日
か
ら
鎮
座
百
年
を
記
念
し
て
、
社
務
所
の

改
修
と
稚
児
行
列
を
斎
行
し
ま
し
た
。
武
豊

多
賀
神
社
の
ご
神
威
を
高
め
皆
様
に
御
参
り

正月には祭り囃子が奉納されます

春祭りでの山車の曳き込み奉納

頂
く
環
境
づ
く
り
に
努
め
十
五
年
、
皆
さ
ん

の
ご
奉
仕
の
お
陰
で
そ
の
一
つ
一
つ
が
叶
え

ら
れ
ま
し
た
。
武
豊
多
賀
神
社
の
地
域
安
寧

を
見
守
る
仕
組
み
と
し
て
、
境
内
の
余
剰
地

を
地
域
の
防
災
公
園
に
、
社
務
所
を
地
元
の

方
々
に
利
用
頂
け
る
施
設
に
改
修
し
運
営
す

る
事
と
し
ま
し
た
。
地
域
の
氏
神
様
も
後
継

者
や
少
な
い
予
算
で
の
運
営
に
苦
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
賀
講
継
続
の
仕
組
み
と
し
て
講

員
を
増
や
し
て
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
地
域
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二
万
円
灯

─
五
灯
─

 

滋
賀
県 

多
賀
町

多
賀
大
社 

頭
人
会

彦
根
市

茶
木 

利
男

森
野
税
理
士
事
務
所

㈱
平
和
堂

栗
東
市

㈱
Ｎ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ａ

─
三
灯
─

 

愛
知
県 

山
本 

守
男

─
二
灯
─

 

滋
賀
県 

多
賀
町

㈱
多
賀
組

大
津
市

瀬
川 

勝
規

彦
根
市

㈱
西
澤
工
務
店

彦
根
露
店
商
組
合

近
江
鉄
道
㈱

㈱
伊
藤
組

㈱
永
昌
堂
印
刷

 

岐
阜
県 

㈲
岐
阜
シ
ス
テ
ム

 

愛
知
県 

髙
見 

勝
俊

 

石
川
県 

中
川 

忠
幸

大
塚 

誠
次
郎

政
友 

晴
人

藤
居 

大
暉

改
田 

一
夫

東
近
江
市

山
本 
昇

古
田 

重
樹

辻
野 

義
美

小
池
会

平
岩 

勝

𦚰 

正
巳

彦
根
市

矢
吹 

敏
明

西
澤 

政
男

稲
毛 

友
幸

岡 

秀
和

藤
村 

紀
子

㈱
一
色
製
作
所

㈱
イ
ズ
ミ

川
瀬
計
理
事
務
所

㈱
中
栄

中
村 

善
一
郎

竹
中 

章

武
田 

早
苗

gérbera 

ジ
ェ
ル
ベ
ラ

一
圓
テ
ク
ノ
ス
㈱

㈱
清
水
鐵
工
所

西
村 

尚
子

伊
藤
石
材
店

㈱
文
教
ス
タ
ヂ
オ

㈱
剛
友
製
作
所

三
輪 

和
宏

西
川 

傳
一

小
林 

太
喜
男

フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱

共
同
電
気
㈱

大
平 

ミ
チ
エ

㈱
伊
勢
幾

㈱
公
益
社

木
川 

英
樹

㈲
オ
フ
ィ
ス
タ
ニ
ザ
ワ

山
甚
開
発
㈱

桐
山 

勝
司

村
瀬 

サ
カ
エ

松
野 

守
正

 

静
岡
県 

髙
橋 

正
𠮷

 

愛
知
県 

小
澤 

素
生

奥
村 

浩
光

山
本 

清

山
本 

満
子

山
本 

卓
治

市
原 

久
子

伊
東 

忠
彦

粋
商
事
㈱

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ン
プ
レ
サ
ポ
ー
ト

灘
崎
㈱
名
古
屋
営
業
所

㈲
ヤ
ツ
ル
ギ
自
動
車

深
谷 

友
子

水
野 
淑
子

鈴
木 
邦
男

永
一
産
商
㈱

深
谷 

実
敬

坂
野 

絢
子

田
村 

公
平

神
谷 

髙
雄

ニ
ノ
宮 

淳
次

五
十
嵐 

禎
裕

 

三
重
県 

㈱
神
路
社

㈲
神
公
堂

安
濃
建
設
㈱

 

京
都
府 

㈱
丸
又

東
和
奉
産
㈱

神
谷 

優
子

 

大
阪
府 

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
ク
レ
ス
コ

㈱
大
阪
農
林
会
館

㈱
ラ
イ
ン
ビ
ル
ド

一
万
円
灯

─
三
灯
─

 

滋
賀
県 

豊
郷
町

上
田 

達
也

 

岐
阜
県 

松
久 

利
昭

 

愛
知
県 

近
藤 

種
廣

則
竹 

博

淺
野 

育
子

 

三
重
県 

森 

澄
代

 

兵
庫
県 

塩
月 

照
世

 

広
島
県 

井
上 

明
美

─
二
灯
─

 

滋
賀
県 

大
津
市

パ
ラ
セ
ン
ス
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ー
シ
ョ
ン

甲
良
町

㈱
ボ
ク
シ
ー

高
島
市

永
野
ト
ミ
ヱ

平
井 

左
千
夫

豊
郷
町

㈱
昌
興

長
浜
市

山
下 

勇
男

東
近
江
市

㈱
渡
辺
工
務
店

近
畿
地
水
㈱

百
匠
屋

西
村 

嘉
人

㈲
セ
イ
フ
ァ

中
嶋 

喜
代
治

草
野 

浩
一

松
井 

匠

鈴
木 

政
造

富
士
印
刷
㈱

川
崎 

隆
嗣

鈴
木 

茂

廣
内 

眞
作

阪
口 

翠

湯
本 

聡

湯
本 

佳
代
子

若
林 

成
一

倉 

雅
子

藤
井 

恒
夫

赤
尾 

栄
司

草
野 

弘
明

東
近
江
市

吉
岡
ウ
エ
ビ
ン
グ
㈱

廣
瀬 

傅
治

東
野 

圭
吾

藤
川 

利
夫

メ
ー
ル
設
計

深
尾 

忠
一
郎

辻 

吉
弘

波
多
野 

惇
志

辻 

義
一
郎

㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ-

Ｓ
Ｐ
Ｅ

石
垣
畳
店

植
田 

光
男

藤
野 

礼
子

村
山 

元

河
原
﨑 

智
久

森
野 

善
一

松
本 

𠮷
史

大
湖
産
業
㈱

木
下 

義
隆

井
口 

博
史

井
口 

正
司

今
堀 

翔
太

福
永 

信
行

彦
根
市

田
中 

和
夫

中
西 

恭
子

㈱
伊
藤
組

守
山
市

杉
田 

均

栗
東
市

林 

嘉
彦

 

群
馬
県 

古
澤 

英
彦

 

石
川
県 

秋
山 

鈴
子

 

岐
阜
県 

㈲
フ
セ
ヤ
塗
装

 

静
岡
県 

加
藤 

享
子

 

愛
知
県 

近
藤 

弘
之

杉
山 

眞
理
子

 

大
阪
府 

乘
本 

学

 

和
歌
山
県 

児
玉 

悟

 

岡
山
県 

寺
山 

泰
生

寺
地 

修

─
一
灯
─

 

滋
賀
県 

多
賀
町

西
䑓 

俊
夫

古
川 

良
治

飯
尾 

淳
一
郎

飯
尾 

俊
一

㈱
マ
ル
ト

彦
根
急
送
㈱

共
栄
社
化
学
㈱

㈱
木
村
重
兵
衛
商
店

大
辻 

利
信

㈱
コ
ザ
イ
工
業

㈱
井
樋

城
貝 

忠
信

井
上 

尚
世

㈲
藤
居
製
作
所

安
藤
酒
店

三
木 

治
夫

尾
谷 

忠
之

目
加
田 

稔

㈱
滋
賀
銀
行
多
賀
支
店

龍
見 

滋
子

青
竜
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

久
保 

久
良

大
津
屋

上
田 

正
義

久
保
田
電
気
㈱

木
村 

克
之

三
坊 

直

川
岸 

真
喜

愛
荘
町

小
川 

志
津

川
口 

秀
政

藤
野 

翔
平

青
木 

幸
市

板
津 

義
博

山
縣 

和
子

川
口
加
工
所

山
縣 

俊
之

近
江
八
幡
市

奥
山 

義
雄

茶
谷 

三
恵
子

中
村 

秀
信

安
土
魚
善

長
谷
川 

心
乃
花

㈱
大
進

大
津
市

野
村 

隆
嗣

辰
巳 

香
澄

市
田 

孝
子

内
田 

美
千
男

堀 

雅
明

平
山 

勇
太

田
中 

和
則

境
田 

基
広

加
藤 

卓
司

仲
川 

惠
太
郎

草
津
市

西
川 

英
雄

堀
井 

喜
一

福
井 

安
兵
衛

中
島 

陽
可
壽

㈱
メ
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
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ツ
石
山

奥
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信
之

甲
賀
市

門
坂 
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次

奥
村 

節
子

赤
木 

一
行

野
田 

君
久

森
地 

茂
樹

木
村 

緑

甲
良
町

桂
田 

誠
一
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田 

剛
司

若
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昭
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市
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正
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市
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保 
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司
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町
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商
事
㈱
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陽
一

㈱
ア
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エ
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ー
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次

西
山
繊
維
㈱

長
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市

清
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次
郎

鈴
木 

治
彦
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刷
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事
㈱
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三
重
県 

㈱
葛
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工
業

 

大
阪
府 

石
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忠
明

 

岡
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㈱
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一
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加
藤 
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宮
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）多
賀
観
光
協
会

多
賀
大
社
末
広
会

四
手
氏
子
中

多
賀
大
社
氏
子
総
代
会
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久
保
田
電
気
㈱

近
江
八
幡
市

茶
谷 

長
博

大
津
市

㈱
内
田
組

杉
岡 

拓
弥

杉
岡 

久
江

草
津
市

村
岡
通
信
建
設
㈱

杉
江 

正
子

甲
賀
市

㈱
コ
ス
モ
警
備

甲
良
町

㈱
一
休
庵

豊
郷
町

西
山 

利
信

㈱
ニ
シ
ヤ
マ

㈲
ヤ
マ
ダ
油
脂

長
浜
市

寺
村 

正
和

疋
田 

義
治

㈱
田
中
家
石
材

日
野
町

イ
ヴ
カ
ン
パ
ニ
ー

米
原
市

中
川 

満
雄

鈴
木 

稔
浩

藤
岡 

儀
一

河
地 

守

三
軌
工
業
㈱

栗
東
市

㈱
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト

木
下 
裕
也

 

東
京
都 

今
井 

純
子

 

神
奈
川
県 

桒
原 

榮
一

新
谷 

庄
司

 

石
川
県 

加
藤 

晴
子

奥
野 

い
ず
み

 

福
井
県 

寺
島 

進
一
郎

㈱
武
村
鐵
工
所

 

山
梨
県 

矢
澤 

貴
光

矢
澤 

千
鶴

 

岐
阜
県 

大
野 

裕

北
川 

精
一

岡
田 

弘

近
藤 

敏
春

㈱
松
井
組

内
田 

陽

林 

眞
太
郎

白
木 

昭

藤
田 

三
蔵

本
年
も
神
賑
行
事
の
無
い
静
か
な
万
灯
祭
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
ご
献
灯
を
頂
き
、�

三
日
間
無
事
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

紙
面
の
都
合
上
、
一
万
円
以
上
の
ご
献
灯
者
名
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
戒
名
は
申
込
者
名
で
、
連
名
は
代
表
者
名
に
し
て
お
り
ま
す
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

万
灯
祭
ご
献
灯

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

三
協
興
産
㈱

曽
根
﨑 

義
基

ハ
ク
キ
ン
カ
イ
ロ
㈱

多
賀 

久
恭

兵
動 

大
樹

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

 

兵
庫
県 

山
形 

直
樹

㈱
エ
ビ
ス
シ
マ
ダ

葉
山 

惠
子

 

奈
良
県 

大
木 

茂
範

 

香
川
県 

大
内 

龍
男

毘
沙
門
院 

剛
史

 

沖
縄
県 

山
本 

多
万
江

山
本 

茂
人

6

ご
献
灯
名
簿



ト
ミ
エ
板
金

今
堀 

丈
次

今
堀 

豊

木
下 

宣
弘

𦚰 

弘
喜

森
野 

角
男

𦚰 

眞
澄

今
堀 

敏
仁

井
口 

哲
司

井
口 

俊
二

今
堀 

九
一
郎

上
野 

ひ
と
み

杉
田 

篤

宮
本 

昭
彦

㈲
窓
快
工
房
共
栄

谷 

若
子

タ
カ
ギ
電
設

彦
根
市

節
分
会
旧
河
瀬
支
部

中
村 

利
任

今
村 

英
二

居
川 

外
實

小
川 

正
己

㈱
シ
ン
セ
イ

田
中
電
気
設
備
管
理
事
務
所

寺
沢 

節
男

池
田 

孝

尾
田 

加
代
子

渡
邊 

幹
雄

㈱
北
川
鉄
工
所

㈱
王
本

一
圓 

億
夫

清
水 

克
己

横
山 

満
三

塚
本
医
院

川
上 

美
佳

平
井 

治

㈲
シ
ャ
ト
ー
尾
本

上
田 

善
治

木
村 

康
夫

木
村 

泰
造

木
村 

え
り
子

㈱
剛
友
製
作
所

堀
口 

敏
明

西
山 

憲
和

㈱
千
成
亭
風
土

相
川 

努

田
中 

進

文
村 

俊
治

㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ-

Ｓ
Ｐ
Ｅ

岡
野 

嘉
彦

篠
田 

富
子

安
田 

芳
弘

伊
藤 

照
雄

目
加
田 

智
美

㈲
樋
口
石
油
店

足
立 

宏

香
田 

龍
太
朗

武
田 

久
雄

武
田 

春
江

㈲
太
閤
建
設

樋
口 

孝
之

樋
口 

ゆ
み

田
中 

正
道

田
中 

美
代
子

服
部 

由
明

溝
口 

隆
弘

田
口 

信
二

井
戸 

欽
次

河
瀬 

三
郎

渡
邊 

江
身
子

川
添 

敏
弘

堀
田 

房
義

橋
本 

茂
紀

服
部 

秀
男

深
和 

英
生

中
島 

勝
子

廣
瀬 

二
郎

廣
瀬 

成
後

津
田
建
巧
㈱

阿
部 

栄
治

堀
江 

桂

太
田 

弘
一

桐
山 

光
明

浅
野 

克
朗

牛
嶋 

和
朗

 
静
岡
県 

後
藤 

数
馬

安
間 
紀
雄

島
澤 
仁

山
内 

ト
シ

榛
葉 

保

石
山 

博
昭

原
田 

堅
一

小
野 

惠
美
子

小
野 

弘
太
郎

丸
生
養
鰻

平
井 

優
一
朗

 

愛
知
県 

服
部 

宗
彦

鈴
木 

美
知
代

中
野 

秀
明

中
村 

良
夫

傍
島 

浩
蔵

山
田 

幸
男

髙
木 

喜
弘

谷 

基
彦

大
前 

英
生

橋
本 

幸
夫

若
山 

義
昭

岡
崎 

弘
則

佐
久
間 

勝
義

安
藤 

善
康

安
藤 

明
美

安
藤 

雅
博

日
和
原 

茂
雄

細
野 

毅

岡
部 

邦
栄

河
口 

禮
子

上
村 

惠
宏

佐
伯 

砂
登
子

佐
藤 

要
子

坂
井
田 

み
ち
子

坂
井
田 

萌
日

坂
井
田 

彩
日

坂
井
田 

悠
日

浅
野 

泰
弘

浅
野 

昌
宏

大
岩 

房
子

山
北 

仁
一

髙
橋 

英
明

森 
美
都
里

原 
勝
子

鳥
本 
哲
夫

梅
村 

十
三
日

芳
田 

一
美

黒
谷 

信
枝

森 

主
税

加
藤 

一
巳

岡
田 

芳
弘

堀 

正
一

堀 

俊
代
子

小
林 

進

杉
山 

恒
夫

中
島 

良
雄

武
藤 

喜
美
夫 

武
藤 

裕
惠

景
山 

茂
久

青
山 

貢

酒
井
田 

卦
市

嶋
崎 

良
造

岡
田 

原
幸

渡
辺 

朝
香

川
瀬 

昇

篠
田 

仁
德

中
田 

茂
男

松
本 

行
弘

若
林 

次
郎

上
田 

郁

宮
本 

堅
治

大
和
証
券
㈱
彦
根
支
店

沼
波 
素
子

千
田 
次
夫

田
中 
伸
明

㈲
藤
塚
時
計
店

大
谷 

浩
司

㈲
田
中
印
刷
所

続
宗 

憲
一

大
山 

晴
美

大
山 

孝
子

赤
堀 

敏
行

西
川 

宏

村
山 

治
三
郎

野
上 

千
枝
子

浮
津 

正
義

和
菓
子
処
さ
わ
泉

日
野
町

荒
川 

和
夫

星
田 

章
夫

武
本 

藤
治
郎

樫
野 

賢
一

樫
野 

ま
さ

奥
野 

幸
治

道
津 

豊
𠮷

米
原
市

井
戸 

知
恵
美

大
橋 

進

笹
木 

孝
子

堀
田 

嘉
広

㈲
景
樹
園

岩
﨑 

卓
巳

髙
木 

し
ず
を

西
川 

宏
臣

㈱
旭
ハ
ウ
ジ
ン
グ

藤
本 

肇

ｃ
ｐ
サ
ロ
ン
ジ
ャ
ス
ミ
ン

中
川 

佐
多
雄

細
溝 

文
吾

守
山
市

杉
江 

周
作

野
洲
市

藤
井 

利
幸

藤
井 

礼
子

深
田 

義
廣

北
村 

博
子

久
野
部
え
ん
し
ち
駐
車
場

神
保 

義
之

稲
山 

博
務

深
谷 

み
ち
子

足
立 

里
美

加
古 

雅
雄

加
古 

誠
治

伴 

繁
夫

足
立 

泰
俊

石
黒 

満
昭

宇
野 

里
津
子

山
中 

卯
津
樹

石
田 

英
明

熊
澤 

龍
彦

石
原 

進

野
村 

己
喜
夫

手
島 

寿
宏

手
島 

京
子

三
輪 

恭
正

寺
部 

明
子

㈲
青
山
鉄
工
所

後
藤 

竜
二

近
藤 

章
博

石
川 

欣
志

山
田 

一
枝

伊
藤 

勉

近
藤 

泰
憲

伊
藤 

美
代
子

髙
橋 

保
旨

後
藤 

金
成

川
口
合
成
㈱

吉
田 

秋
光

中
島 

一
紀

中
島 

康
弘

中
川 

久
太
郎

中
川 

恵
美
子

中
川 

貴
之

中
川 

廣
子

藤
田 

佳
孝

安
藤 

種
雄

深
谷 

審
一

小
島 

冨
代

小
島 

清
成

池
野 

良
孝

小
島 

新
市

鈴
木 

英
世

鈴
木 
良
弘

伊
藤 
公
子

柴
田 
厚
子

澤
田 

恒
子

小
出 

紀
子

永
一
産
商
㈱

中
島 

暉
夫

中
島 

静
枝

栗
東
市

田
中 

光
子

安
藤 

辰
夫

大
橋 

元
信

大
橋 

一
世

竜
王
町

川
嶋 

健
市

川
嶋 

哲
也

 

岩
手
県 

本
山 

信
一

 

宮
城
県 

木
田 

真
美

 
栃
木
県 

梅
澤 
和
雅

 

群
馬
県 

㈱
一
千
乃

 

埼
玉
県 

出
野 

悦

東
宮 

實

武
藤 

博
昭

川
淵 

健

川
淵 

由
美
子

中
嶋 

亨

 

千
葉
県 

根
本 

梨
沙

岡
部 

広
光

 

東
京
都 

田
中 

静
二
郎

永
井 

里
佳

永
曽 

重
光

柴
田 

好
子

萩
原 

良
幸

柳
澤 

里
子

永
曽 

仙
夫

小
橋 

和
美

今
井 

勉

樋
口 

裕
太

堀
江 

清
道

安
藤 

孝

荒
澤 

志
津
子

小
野 

美
惠
子

小
野 

圭
子

加
藤 

幸
光

岩
村
美
代
子

 

神
奈
川
県 

桒
原 

千
恵
美

梶
田 

佳
代

し
あ
わ
せ
の
サ
ン
ゴ

伊
藤 

喜
紀

㈱
ニ
デ
ッ
ク

小
川 

和
江

石
原 

義
隆

田
中 

末
子

中
西 

み
ち

岸
川 

豊

廣
井 

壽

川
嵜 

昌
紀

久
野 

博
足

富
本 

一
久

近
藤 

小
有
里

不
破 

政
子

玉
田 

光
利

神
谷 

光
枝

北
川 

幸
太
郎

平
林 

勝

小
澤 

郁
子

原
田 

千
種

㈱
マ
ル
キ
化
成
工
業
所

竹
市 

𣳾
子

㈱
大
智
建
設

太
田 

英
茂

林 

宏
光

菊
池 

武
徳

平
松 

昭

國
立 

治
己

國
立 

蔦
子

杉
原 

正

服
部 

鉄
男

伊
藤 

一
三

伊
藤 

輝
男

水
谷 

和
生

山
本 

貴
美
子

小
林 

和
代

伊
藤 

義
清

河
村 

洋
一

前
橋 

保
彦

大
池 

志
き
子

伊
藤 

美
喜
雄

福
地 

博

福
地 

は
ま
子

福
地 

ま
す

家
田 

宗
雄

平
野 

正
治

児
島 

喜
美
子

星
川 

文
三

山
内 

𨥆
昌

中
野 

修

石
黒 

義
孝

石
黒 

幸
志

岩
田 

和
子

福
島 

誠

深
谷 

真
由
美

永
井 

景
明

犬
上 

亙
佑

 

新
潟
県 

福
井 

浩
一

石
坂 

若
葉

田
村 

忠
義

福
嶋 

伸
也

 

山
梨
県 

矢
澤 

ほ
な
美

か
め
や
会

横
張 

奈
々

堀
内 

由
美
子

堀
内 

隼
也

山
下 

恒
子

 

長
野
県 

小
日
向 

義
夫

轟 
速
人

 

富
山
県 

柴
野 

裕
一

柴
野 

文
江

 

石
川
県 

山
下 

友
輔

山
下 

香
奈

神
戸 

能
富
子

沢
柳 

健
二

吉
村 

真

中
川 

信
幸

大
谷 

千
代
子

坪
内 

ゆ
か

水
野 

晴
太
郎

水
野 

ひ
か
り

㈲
辻
石
油
店

 

福
井
県 

髙
橋 

麗
子

牧
野 

友
治

田
本 

憲
恭

 

岐
阜
県 

國
嶋 

昇

林 

正
三

細
野 

利
男

㈱
森
ブ
ロ
ッ
ク

林 

久
雄

前
田 

勝
治

阿
部 

光
正

梶
浦 

登

松
村 

宏
造

加
藤 

肇

服
部 

嘉
江

髙
木 

笑
子

古
田 

孝
之

鍋
島 

充
志

寺
本 

米
子

城 

嘉
孝

加
藤 

輝
和

木
下 

節
男

長
谷
川 

雅
俊

吉
川 

兼
人

佐
藤 

博
一

山
田 

民
子

㈱
サ
ン
ワ
運
輸

内
海 

宜
久

成
瀬 

繁
一

守
山 

邦
雄

長
谷 

光
子

牧
野 

年
宏 

牧
野 

隆
司

長
谷 

幸
惠

熊
谷 

美
紅

鈴
村 

秀
実

 

三
重
県 

小
泉 

邦
也

竹
島 

昌
七

山
口 

傑

島
子 

規
子

伊
勢
国
産
㈾

大
西 

良
和

大
西 

京
子

冨
田 

昌
孝

宇
陀 

清
隆

市
川 

誠
郎

馬
淵 

浩

青
山 

典
生

亀
井 

晃
補

川
添 

和
男

花
井 

勇
夫

岩
﨑 

ち
が
や

木
村 

八
重
子

 

京
都
府 

加
藤 

洋

片
岡 

享

田
中 

政
行

垣
見 

和
敏

山
本 

秀
次

㈱
ア
イ
エ
ム
エ
ー

村
城 

信
隆

村
城 

榮
子

小
野 

正
義

藤
井 

敏
広

京
都
奉
製
㈱

 

大
阪
府 

森 

克
良

木
村 

俊
子

木
村 

光
里

伊
藤 

要
一

吉
田 

成
男

嶋
川 

正
夫

奥 

一
夫

中
嶋 

博
子

平
良 

尚
子

籏
埜 

裕
久

江
島 

史
朗

江
島 

毅

西 

慧
奥
野 

正
次

ダ
イ
ワ
工
業
㈱

中
田 

稔
子

成
田 

桃

成
田 

雅
賀

川
本 

紀
子

中
谷 

翼

石
神 

忠
明

南 

和
子

南 

盛
徳

折
戸 

ミ
サ
子

多
賀 

義
高

北
浦 

康
雄

藤
田 

康
宏

ヨ
シ
ダ
印
刷
㈱

阪
本 

翔
利

畑
峯 

廣

久
保 

孝
次

谷
口
商
事
㈱

脇
井 

正
司

西
尾 

正
彦

西
尾 

和
子

中
川 

和
美

 

兵
庫
県 

米
谷 

登

（医）
リ
オ
ナ
倉
橋
歯
科

松
田 

理
恵

住
友 

修

服
部 

慶
子

山
本 

香
朶

村
上 

藤
男

田
中 

潤
平

藤
井 

眞
作

 

奈
良
県 

後 

明
果

西
岡 

憲
作

柚
木 

花
恵

 

和
歌
山
県 

小
鯖 

恵

小
野 

正
人

小
野 

登
紀
子

 

島
根
県 

因
原
神
楽
団

 

岡
山
県 

寺
山 

美
代
子

内
田 

雄
大

内
田 

照
子

吉
岡 

啓
次

白
神 

隆
義

 

広
島
県 

中
津 

桃
子

 

香
川
県 

須
崎 

義
雄

毘
沙
門
院 

野
上
建
設
㈱

 

福
岡
県 

椛
島 

秀
敏

宮
﨑 

チ
ヅ
ヨ

㈲
多
賀
瑞
祥

河
野 

隆

 

佐
賀
県 

川
原 

信
幸

 

長
崎
県 

秋
山 

雅
美

 

熊
本
県 

橋
爪 

誠
一
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今後も魅力ある多賀大社の写真をインスタグラムで投稿していきたいと思います。

是非、多賀大社をフォローして下さい。

今回応募頂いたすべての作品を見る事も出来ます。

#多賀大社インスタ de フォトコン @tagataisya.official

___kaoru 様yasuyukky_83 様 y_______1010 様

porte_bonheur.noriko 様

michiyo01130312 様

kei_shk1221 様

tiens_82 様

miki_camera21 様

tkht4264137 様

宮 司 賞

最優秀賞

atsushi_portfolio 様

優 秀 賞
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『
線
は
僕
を
描
く
』　

映
画
撮
影

新
授
与
品　

ご
紹
介

　

十
月
二
十
一
日
よ
り
全
国
公
開
予
定
の
映
画
「
線
は
僕
を
描
く
」
の
撮
影
が
、
多
賀

大
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
主
演
の
横
浜
流
星
氏
を
始
め
、
三
浦
友
和
氏
・
江
口

洋
介
氏
等
、
豪
華
俳
優
陣
が
撮
影
に
臨
み
、
多
賀
町
民
も
エ
キ
ス
ト
ラ
で
参
加
す
る
な

ど
境
内
は
緊
張
感
溢
れ
る
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
で
は
多
賀
大
社
の
他

に
も
県
内
各
地
で
撮
影
が
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

是
非
、
劇
場
で
確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。

 

大
切
な
人
と
お
そ
ろ
い
で

　

当
社
の
ご
祭
神
で
あ
る
伊
邪
那
岐
命
・
伊

邪
那
美
命
は
、
日
本
最
古
の
夫
婦
と
言
わ
れ

縁
結
び
の
ご
利
益
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

大
神
様
の
ご
神
徳
に
ち
な
み
、
こ
の
た
び

「
幸さ
ち

守ま
も
り

」
を
奉
製
致
し
ま
し
た
。

　

ご
夫
婦
・
恋
人
・
友
達
な
ど
大
切
な
人
と

お
そ
ろ
い
で
お
持
ち
頂
き
、
多
く
の
幸
せ
が

訪
れ
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
致
し
ま
す
。

 

ご
安
産
祈
り
を
お
守
り
に

　

新
た
に
桐
箱
入
り
の
ご
安
産
お
守
り
を
奉

製
致
し
ま
し
た
。

　

愛
ら
し
い
「
お
く
る
み
」
に
包
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
お
守
り
は
、
当
社
の
巫
女
が
考
案
し

無
事
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
よ
う
祈

願
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
神
様
と
の
ご
神
縁
を
永
遠
に
お

結
び
頂
け
る
よ
う
、
桐
箱
は
へ
そ
の
緒
入
れ

に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

 

御
砂
と
御
塩
で
方
除
け
を

　

古
く
か
ら
、
方
角
・
方
位
に
は
吉
凶
が
存

在
す
る
と
伝
え
ら
れ
、
砂
や
塩
を
敷
地
に
撒

く
こ
と
で
災
い
を
祓
い
、
吉
報
を
招
き
入
れ

る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

　

当
社
で
は
御
神
砂
・
御
清
塩
を
ご
自
宅
や

会
社
の
玄
関
等
に
据
え
置
き
災
禍
を
祓
う

「
方ほ
う

除よ
け

御み

塩し
お

砂ず
な

」
を
お
頒
ち
致
し
て
い
ま
す
。

幸
さち

守
まもり

　初穂料 1,600円

安産御守（桐箱入） 初穂料 1,200円
方
ほう

除
よけ

御
み

塩
しお

砂
ずな

初穂料 1,000円

9

多
賀
の
杜
か
ら



　

当
社
に
於
き
ま
し
て
も
社
会
的

風
潮
に
鑑
み
て
Ｐａｙ
Ｐａｙ
（
ペ
イ

ペ
イ
）
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
試
験
的
導
入
を
は

じ
め
ま
し
た
。
参
拝
者
か
ら
は
一
部

お
ど
ろ
き
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、

興
味
本
位
も
相
俟
っ
て
予
想
を
超

え
る
ご
利
用
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
は
「
お
み
く
じ
」
と
「
御
朱

印
」
の
み
で
あ
り
ま
す
が
、
参
拝
者

の
利
便
性
向
上
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
接
触
リ
ス
ク
の
回
避
等
も
意
図

し
て
お
り
ま
す
。

　

決
済
時
に
「
ペ
イ
ペ
イ
」
と
響
く

感
じ
に
慣
れ
る
ま
で
に
は
、
少
し
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
試
験
導
入

灯
籠
奉
納

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

年
越
大
祓
式

人　

事

　

こ
の
度
、
自
動
車
お
祓
所

よ
り
進
む
稲
荷
神
社
参
道
口

に
灯
籠
が
建
ち
ま
し
た
。

　

ご
奉
納
頂
い
た
の
は
、
現

在
行
わ
れ
て
い
る
車
戸
川
護

岸
修
復
工
事
を
請
け
負
っ
て

い
る
、
彦
根
市
の
伊
藤
石
材

店
様
で
す
。

　

ご
篤
志
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
今
後
益
々
の

ご
隆
昌
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

多
賀
大
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り「
社
報
多
賀
」の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
が
閲
覧
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０

１
６
年
№
56
号
か
ら
２
０
２

２
年
№
67
号
ま
で
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度
ご

覧
下
さ
い
。

　

大
祓
は
六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
行
わ
れ
、
人
形
代
（
ひ
と

か
た
し
ろ
）
に
家
族
の
名
前
を
書
い
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
犯
し
た
罪
や
穢
れ
を
川
や
海
に
流
す
古
来
よ
り
伝
わ
る
お

は
ら
い
の
神
事
。

　

十
二
月
の
大
祓
は
「
年
越
の
大
祓
」
と
称
し
大
晦
日
の
午
後

三
時
か
ら
境
内
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参

列
頂
き
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
新
し
い
年
を
お
迎

え
下
さ
い
。

昇　

進

【
宮

　

司
】	

岡
　
秀
和
〈
神
職
身
分
一
級
浄
階
に
昇
級
〉�

�

（
令
和
四
年 

三 

月 

一 

日
付
）

【
権

禰

宜
】	

藤
野
　
　
功
〈
神
職
身
分
二
級
上
に
昇
級
〉�

�
 

（
令
和
四
年 

三 

月 

十 

日
付
）

採　

用

【
巫
女
兼
事
務
員
】	

相
川
　
千
尋�

（
令
和
四
年 

三 

月
十
五
日
付
）

【
巫
女
兼
事
務
員
】	

岡
山
　
育
美�

（
令
和
四
年 

三 

月
十
五
日
付
）

退　

職

【
巫
女
兼
事
務
員
】	

岸
邉
　
美
羽�

（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付
）

【
巫
女
兼
事
務
員
】	

奥
田
　
希
亜�

（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付
）
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お子様の成長をお祝いし感謝する
七五三。
千歳飴を始め、選べるおもちゃを
用意してお待ちしております。
ご家族お揃いにてお参り下さい。

■令和４年七五三まいり

祝い年 対象 数え年 満年齢

３歳 男の子
女の子 令和２年生 平成31年生

令和元年生

５歳 男の子 平成30年生 平成29年生

７歳 女の子 平成28年生 平成27年生

※数え年、満年齢どちらでも承ります。

■ご祈祷料

拝殿一般祈祷 本殿特別祈祷

１人 5,000円 10,000円

２人 8,000円 13,000円

３人 10,000円 15,000円

２・３人の場合はきょうだいに限ります
毎日９時〜16時随時受付

七
・
五
・
三
の
ご
案
内

参集殿からのお知らせ

0749-48-11030749-48-1103
♯多賀大社参集殿

参集殿直通

参集殿HP 多賀大社参集殿多賀大社参集殿

お申込み・お問合せはお申込み・お問合せは
多賀大社参集殿まで多賀大社参集殿まで

完全予約制

初宮参り・七五三参りなど人生を記念する日には、
多賀大社参集殿でのお祝いのお食事会はいかがでしょうか。
記念写真のご予約も承っております。

会席膳　5,500円 松華堂　3,300円 お子様ランチ　1,650円

※写真はイメージです。

※別途サービス料を
　頂戴致します。

お食事・記念写真

午前11時～午後５時

結
婚
式
は
お
ふ
た
り
の

一
生
に
一
度
の
大
切
な
日
。

そ
し
て
そ
の
日
は
夫
婦
と
し
て
の

出
発
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。

多
賀
の
杜
に
抱
か
れ
て
、

今
日
ま
で
過
ご
し
た
家
族
と

こ
れ
か
ら
一
緒
に
過
ご
す
家
族
と

一
緒
に
歩
く
。

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出
と

新
し
い
人
生
の
始
ま
り
を

胸
に
感
じ
な
が
ら…

。

詳細についてはお問合せください

令和４年12月11日（日）令和４年12月11日（日）

●神前式体験
●無料試食会

要予約要予約

ウェディング
見学会
開催予定

ウェディング
見学会
開催予定

当館は
新型コロナウィルス
感染症拡大防止対策を
実施しております。
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えと張子…………… ￥1,000
首振りえと張子…… ￥1,500
紅
べに

鏑
かぶら

矢
や

……………… ￥2,000
烏
からす

鏑
かぶら

矢
や

……………… ￥2,000
守護矢……………… ￥1,000

今
年
も
お
多
賀
さ
ん
へ
初
詣

首振りえと張子

えと張子

えと鈴四色えと鈴えと一刀彫

烏鏑矢紅鏑矢

守護矢

えと鈴……………… ￥1,000
四色えと鈴………… ￥800
熊手（特大）………… ￥10,000
熊手（大）…………… ￥5,000
熊手（中）…………… ￥3,000
熊手（小）…………… ￥1,000

〒522-0341 滋賀県犬上郡多賀町多賀 604
tel.0749-48-1101　　fax.0749-48-1105
 info@tagataisya.or.jp

http://www.tagataisya.or.jp

多賀大社 検 索

@tagataisya.official @tagataisya

記

後

集

編
　
今
回
は
じ
め
て
の
試
み
と
し
て
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
上
で
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
昨
今
、
神
社
界
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
広

報
活
動
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
カ
メ
ラ
経
験
の
無
い

人
に
は
参
加
し
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
為
、

気
軽
な
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
の
投
稿
に
よ
る
応

募
形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
普
段
の
何
気
な
い
神
社
の
風
景
も
写
真
を
撮

る
こ
と
で
新
た
な
気
づ
き
へ
と
繋
が
っ
た
方
も

お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
映
え
る
」
も
い
い
で
す
が
「
素
朴
」
も
い

い
で
す
。

　
定
期
開
催
で
は
な
い
為
、
次
回
の
開
催
は
今

の
と
こ
ろ
未
定
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ま
た
告

知
致
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
応
募
下
さ
い
。

来
年
の
干
支
は
癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）
年
で
す
。

癸
（
み
ず
の
と
）
は
植
物
の
内
部
に
出
来
た
種
子
が

大
き
さ
を
測
れ
る
ま
で
大
き
く
な
っ
た
状
態
を
意
味
し
、

卯
（
う
）
の
漢
字
は
左
右
に
開
い
た
扉
を

意
味
し
て
い
る
と
云
わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
終
息
と
云
う
希
望
の
種
子
が
徐
々
に
大
き
く
な
り
、

我
々
が
抱
え
る
閉
塞
感
と
云
う
扉
が

一
日
も
早
く
開
か
れ
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

─
─ 

ご
送
金
時
の
ご
注
意 

─
─

郵
便
局
で
現
金
に
よ
る
ご
送
金
の
場
合
、
払
込
み
頂
く

金
額
以
外
に
１
１
０
円
の
加
算
料
金
が
皆
様
の
ご
負
担

と
な
り
ま
す
。


